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広島県合同輸血療法委員会からの報告

広島県赤十字血液センター

学術情報・供給課

2025年2月8日

1.災害時における輸血用血液製剤の
  ドローン輸送に係る情報提供について

2.免疫グロブリン製剤の使用状況について

本日の内容

広島県合同輸血療法委員会からの報告

1.災害時における輸血用血液製剤の
  ドローン輸送に係る情報提供について

株式会社プロドローンHPより

回転翼型（マルチコブター）

搭載型 固定翼式（Ziplineドローンシステム）
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加賀市イノベーション推進部HPより

固定翼ＶＴＯＬドローン

伊藤忠商事HP

eVTOL型（電動垂直離着陸型）

ポイント
・流通過程の適正管理
・「医薬品の完全性」の保証
・偽造医薬品対策

GDP研究班成果報告会2019年1月18日 より

GDP研究班成果報告会2019年1月18日 より

ドローンを活用した荷物等配送に関するガイドラインVeｒ.4.0
国土交通省 より
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ドローンの積載量を考慮すると
1台で搬送できるのは

RBC2本程度

2.免疫グロブリン製剤の使用状況について

血漿分画製剤の国内製造企業3社によるYouTubeより
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採血量の56.5％が
血漿分画製剤の原料として使用されています

採血量の56.5％

公益社団法人 日本小児科学会HPより
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免疫グロブリン製剤の効能効果の追加

平成31年度厚生労働省科学研究費補助金研究分担報告
国内における免疫グロブリン製剤の需要増加要因及び米国における需要動向と分画事業者の対応状況について JB木村洋一氏 より ＪＢ静注用人免疫グロブリン製剤一覧

日本赤十字社HP
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日本赤十字社HP
平成31年度厚生労働省科学研究費補助金研究分担報告
国内における免疫グロブリン製剤の需要増加要因及び米国における需要動向と分画事業者の対応状況について JB木村洋一氏 より

米国の静注用免疫グロブリン製剤市場 数量推移

血漿分画製剤の国内製造企業3社の
工場の老朽化が問題となっている

原料血漿は足りているの？

献血者数が増えていなくても血漿採取量は増加している

血漿成分献血の体重別献血量の目安

日本赤十字社HP

平成30年に体重
70Kg以上の人から
６００ml.採取でき
るようになりました
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ひろしま献血のあゆみ令和4年度より

50・60代が
約45％を

占めています

学内献血 献血セミナー

なるほど献血教室

ボランティア活動（呼びかけ等）

キッズ献血

若年層への啓蒙活動
献血可能人口の減少、高齢化

広島県赤十字血液センターHP

複数回献血の推進

令和4年度

広島県の献血受入態勢

移動献血バス（県内各地を巡回）

一日に３台～４台

全血献血（主として４００mL献血）

移動採血バス

    献血ルーム

献血ルーム「ピース」（広島県赤十字血液センター紙屋町出張所）

住所 広島市中区紙屋町２丁目３－２０ ソシオスクエア紙屋町４F

受付時間
平日…９：００～１２：００ １３：３０～１７：００
土日祝日…９：００～１７：００

献血ルーム「もみじ」（広島県赤十字液センター本通出張所）

住所 広島市中区本通６－１１明治安田生命広島本通ビル１・２F

受付時間
平日…１０：３０～１３：３０ １５：００～１８：３０
土日祝日…１０：３０～１８：３０
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